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三木 勉

印
刷
部
数
11
万
1
1
0
0
部

10
月
8
日
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
、
「
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
の
全
面
解
決
」
「
最
高
裁
判
決
か
ら
補
償
基
金
創
設
へ
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
10
・
8
日
比
谷
野
音
1
0
0
0
人
集
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
全
国
連
絡
会
と

首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
統
一
本
部
で
、
8
0
0
人
（
東
京

土
建
は
3
3
8
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

人気のバランスディスクキャッチ

【
板
橋
・
書
記
・
武
田
栄
一
通

信
員
】
板
橋
支
部
は
9
月
27
日
、

赤
塚
公
園
陸
上
競
技
場
で
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
・
ど
け
ん
ラ
リ
ー
＆

拡
大
中
間
決
起
集

会
を
開
催
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

な
か
、
例
年
の
運

動
会
に
替
わ
る
も

の
と
し
て
青
空
の

も
と
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る

5
種
類
の
ゲ
ー
ム
と
抽
選
会
を
行

な
い
ま
し
た
。

若
手
子
育
て
世
代
の
組
合
員
・

家
族
、
要
員
含
め
2
8
8
人
が
参

加
し
、秋
の
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

感
染
防
止
の
た
め
、予
約
制
と
し
、

入
場
時
の
検
温
・
手
指
消
毒
を
徹

底
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
追
川
ど
け
ん
ラ
リ
ー

実
行
委
員
長
が
開
会
あ
い
さ
つ
、

野
崎
委
員
長
が
拡
大
月
間
で
の
目

標
達
成
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
で
準
備
体
操
を
し

た
後
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
5

種
の
ゲ
ー
ム
（
バ
ラ
ン
ス
デ
ィ
ス

ク
キ
ャ
ッ
チ
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ビ

ア
ポ
ン
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、

輪
投
げ
、
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
投
げ
）

を
開
始
し
ま
し
た
。
小
さ
な
子
ど

も
も
パ
パ
や
マ
マ
と
一
緒
に
楽
し

む
な
ど
若
い
世
代
に
好
評
で
し

た
。
子
ど
も
た
ち
に
人
気
な
の
は

バ
ラ
ン
ス
デ
ィ
ス
ク
キ
ャ
ッ
チ
と

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
、
真
剣
な

表
情
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
ニ
ン
テ
ン
ド
ー
ス

イ
ッ
チ
や
ス
ー
パ
ー

フ
ァ
ミ
コ
ン
な
ど
が

当
た
る
抽
選
会
を
行

な
い
、
子
ど
も
た
ち

は
大
喜
び
。
組
織
部

は
ピ
カ
チ
ュ
ウ
に
扮

し
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
林
組
織
部

長
が
拡
大
の
訴
え
を
し
ま
し
た
。

当
日
は
5
人
の
加
入
持
ち
寄
り
も

あ
り
、
秋
の
拡
大
月
間
中
間
決
起

の
場
と
も
な
り
ま
し
た
。

勝利へ向けてコールしたタオルパフォーマンス

集
会
の
冒
頭
、
主
催
者
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
中
村
隆
幸
統
一
本
部

長
（
東
京
土
建
委
員
長
）
の
合
図

で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
で
亡
く
な
っ
た

仲
間
に
参
加
者
全
員
で
黙
と
う
を

捧
げ
ま
し
た
。
中
村
統
一
本
部
長

は
「
最
高
裁
弁
論
が
10
月
22
日
に

開
か
れ
ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
今

す
ぐ
に
で
も
政
治
的
解
決
を
望
む

と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
だ
そ
の
よ
う

な
状
況
に
い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。

大
き
な
山
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
全
国
の
仲
間
の
力
を
結
集

し
、
こ
の
た
た
か
い
に
勝
利
し
、

全
面
解
決
に
向
け
て
力
を
注
い
で

い
き
た
い
」
と
、
決
意
を
込
め
て

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

全
建
総
連
を
代
表
し
て
吉
田
三

男
中
央
執
行
委
員
長
は
「
国
と
企

業
の
責
任
は
明
確
に
な
っ
て
い
ま

す
。
神
奈
川
第
1
陣
最
高
裁
弁
論

に
全
国
の
力
で
支
援
を
強
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
命
あ
る
う
ち
の

解
決
と
補
償
基
金
創
設
、
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
の
根
絶
と
救
済
に
向
け

て
国
と
企
業
に
迫
る
取
り
組
み
が

重
要
で
す
」
と
強
調
し
、
全
建
総

連
と
し
て
よ
り
一
層
運
動
を
強
め

る
と
述
べ
ま
し
た
。

小
野
寺
利
孝
弁
護
団
長
か
ら
の

報
告
で
は
「
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
者
の
権
利
救
済
、
被
害
の
予
防

・
根
絶
へ
国
主
導
で
政
策
の
確
立

を
」
と
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た

与
野
党
の
国
会
議
員
に
訴
え
ま
し

た
。
ま
た
、
既
存
の
す
べ
て
の
訴

訟
で
原
告
の
権
利
救
済
へ
の
迅
速

な
司
法
解
決
と
、
未
提
訴
被
害
者

の
権
利
救
済
の
確
立
を
は
じ
め
と

し
た
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
の
政

治
的
解
決
へ
弁
護
団
は
全
力
を
尽

く
す
と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

基
金
制
度
創
設

が
最
大
の
望
み

原
告
代
表
の
決
意
表
明
で
首
都

圏
の
神
奈
川
、
東
京
、
埼
玉
の
原

告
が
発
言
し
、
東
京
は
原
告
団
共

同
代
表
の
宮
島
和
男
さ
ん
が
、「
一

日
も
早
い
最
高
裁
判
決
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
元
に
私

た
ち
は
補
償
基
金
制
度
の
創
設
を

願
っ
て
お
り
、
こ
の
制
度
で
被
害

者
が
裁
判
に
訴
え
る
こ
と
な
く
解

決
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

が
私
た
ち
の
最
大
の
望
み
で
す
」

と
語
り
ま
し
た
。

政
党
か
ら
は
、
菅
原
一
秀
（
自

民
・
衆
）
、
江
田
康
幸
（
公
明
・

衆
）、
近
藤
昭
一（
立
民
・
衆
）、

玉
木
雄
一
郎
（
国
民
・
衆
）
、
小

池
晃
（
共
産
・
参
）
、
福
島
瑞
穂

（
社
民
・
参
）
の
各
党
国
会
議
員

が
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
れ

い
わ
か
ら
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

全
国
の
訴
訟
団
決
意
表
明
で

は
、
北
海
道
、
京
都
、
大
阪
、
九

州
の
代
表
が
登
壇
し
、
全
体
の
拍

手
で
決
意
を
固
め
合
い
ま
し
た
。

続
い
て
タ
オ
ル
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
よ
る
コ
ー
ル
を
参
加
者
全
員
で

行
な
い
、
行
動
提
起
を
確
認
。
最

後
に
集
会
決
議
を
採
択
し
、
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
に
新
宿
駅
西
口
と

新
橋
駅
西
口
で
の
大
宣
伝
行
動
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
雨
天
の

た
め
宣
伝
カ
ー
か
ら
の
訴
え
だ
け

と
な
り
ま
し
た
。
新
宿
駅
西
口
で

は
原
告
共
同
代
表
の
吉
田
重
男
さ

ん
が
訴
え
ま
し
た
。

新宿駅西口宣伝での訴え

■
日
本
学
術
会

議
は
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
で
米
軍
の
行
動

を
非
難
し
た
り
、

大
学
管
理
法
に
反

対
し
た
り
し
て
政
府
と
対
立
し

た
。
政
府
か
ら
の
諮
問
や
政
策

提
言
が
日
本
学
術
会
議
の
役
割

で
も
あ
っ
た
が
、
政
府
は
各
省

庁
の
も
と
に
審
議
会
を
お
い
て

諮
問
し
、
官
僚
の
意
の
ま
ま
に

政
策
を
立
案
す
る
よ
う
に
な

り
、
日
本
学
術
会
議
の
形
骸
化

が
す
す
め
ら
れ
た
。

■
さ
ら
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し

て
今
回
の
任
命
拒
否
問
題
だ
。

意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
学
者
は

排
除
し
た
い
と
い
う
菅
政
権
の

本
音
が
現
わ
れ
た
が
、
人
事
へ

の
介
入
は
安
倍
政
権
の
と
き
か

ら
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。
菅
政
権
は

こ
の
問
題
で
も
安
倍
政
権
の
路

線
を
継
承
し
た
わ
け
だ
。

■
菅
政
権
に
同
調
す
る
人
た

ち
は
「
学
術
会
議
Ｏ
Ｂ
は
日
本

学
士
院
会
員
に
な
り
2
5
0
万

円
の
年
金
が
も
ら
え
る
」
「
任

命
さ
れ
な
か
っ
た
6
人
の
学
者

の
レ
ベ
ル
は
低
い
」
な
ど
フ
ェ

イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
流
し
、
日
本

学
術
会
議
そ
の
も
の
に
問
題
あ

り
と
、
任
命
問
題
の
す
り
替
え

を
狙
っ
て
い
る
。

■
日
本
学
術
会
議
は
、
学
問

が
戦
争
に
利
用
さ
れ
て
き
た
こ

と
へ
の
反
省
の
も
と
に
、戦
後
、

発
足
し
た
。
建
設
労
働
者
の
腕

や
知
識
を
戦
争
に
利
用
さ
せ
な

い
、
建
設
産
業
は
平
和
で
こ
そ

成
り
立
つ
と
、
私
た
ち
が
主
張

し
て
き
た
こ
と
と
通
じ
る
も
の

が
あ
る
。
今
回
の
介
入
は
、
私

た
ち
、
戦
争
に
反
対
し
、
平
和

を
希
求
す
る
国
民
へ
の
挑
戦
だ

と
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
。

命
あ
る
う
ち
全
面
解
決
を

最
高
裁
弁
論
迎
え
大
き
な
山
場

ス
ポ
ー
ツ
で
中
間
決
起

横
田
基
地
に
オ
ス

プ
レ
イ
い
ら
な
い

板橋

加
入
持
ち
寄
り
達
成
決
意

横
田
基
地
配
備
の
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス

プ
レ
イ
が
低
空
飛
行
に
よ
る
騒
音

な
ど
の
被
害
を
拡
大
し
て
い
ま

す
。
配
備
反
対
の
11
・
22
東
京
大

集
会
を
開
催
し
ま
す
。
﹇
日
時
﹈

11
月
22
日
・
13
時
開
会
。﹇
会
場
﹈

福
生
市
・
多
摩
川
中
央
公
園
。


